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本テキストの趣旨

本テキストは令和4年度版の薬物乱用防止指導員用の教本である。指導員が各地で行う「薬物乱用防

止教室」を支援するために作成された。本テキストやダウンロード教材等を参考にしながら、自身の活

動に活用することが望ましい。

指導にあたり、対象生徒に以下の3点を伝えることで、生徒自身が自らの判断で薬物乱用のきっかけ

そのものを排除し、誘いを拒否することができるようになることを目標とする。

（1）薬物乱用の定義と、その影響に関する正しい知識について

(2)信頼できる相手とつながることの大切さについて

（3）自分がかけがえのない存在であることについて

日本における薬物乱用防止教育が一定の成果をあげており、諸外国と比較すると薬物事犯による検挙

人数も低い水準で推移している。しかし、例えばダルクなどの自助グループにおける薬物乱用者たちの

声や、刑務所に入所した乱用者たちの状況からは、青少年の薬物乱用のさまざまな動機が見えてきた。

その中で、特に目立つ動機として①仲間からの誘い、②薬物使用（及びその効果）に対する好奇心、さら

に③自己の辛さの軽減、という3点があげられる。

そのため、本テキストでは、青少年に対して薬物の危険性や違法性を呼びかける従来の薬物乱用防止

教育を踏襲しつつ、信頼できる大人や機関に相談することの重要性を伝える。それとともに、子どもた

ちの自己肯定感を育むことで、 「大切な自分を壊さないために薬物乱用はしない！」という選択を促せ

る構成にした。それにより薬物の誘いを察知し判断する能力を養い、きっぱりと誘いを断り自分を守れ

る力が身に付くことを目指す。

また、自己肯定感を育むことは、薬物乱用防止教育だけにとどまらず、その後の人生をよりよく過ごす

上で重要である。薬物乱用防止教育に携わる指導員には｢あなたはかけがえのない存在なのだ｣というメッ

セージを発信し続けることが非常に大切だということを理解して、講義に臨んで欲しい。すぐに効果があ

るわけではなく、時間をかけて伝えるべきメッセージではあるが、伝え続けることで一人でも多くの子ど

も達が自分を大切にする重要さに気づき、適切な判断力と行動力を養っていけるような指導を目指したい。

青少年がかかえる薬物乱用へのリスク

●
薬物I

信頼できる

相手との
繋がり

薬物の

危険性・
違法性
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購壽鱒皇軍に｢指導方法のコツ」
児童・生徒を対象に指導する場合、大人相手と同様の指導方法ではうまく伝わらないことがある。

そこで、どのように伝えれば有意義な授業となるのか、指導方法のコツを紹介する。

q①だらだらと説明しない】
専門家であればあるほど、さまざまなことを伝えたいがために、説明が細かくなってしまうことが多い。

それではかえって子どもたちを混乱させてしまうこともある。下記の3つのポイントを念頭に置き、説

明をすることが望ましい。

●重要なことだけをしっかり説明する。

細々としたことまで説明すると、伝えたい内容が見えにくくなる。要点だけ伝えるとわかりやすい。

●説明を単純化する。

単純化すると、伝えられた内容をイメージしやすくなる。

●短く言い切る。

一文を短くすることでわかりやすくなる。長い文は聞いていて理解しにくい。

1 ，②授業に節目をつける

授業では、伝える内容ごとにいくつかの「節目」をつくるとよい。その節目ごとに学習内容のポイン

トをしっかり押さえることで、子どもたちは思考の整理ができる。

●学習内容の成果を明確にする。 例：「さて、今までの説明で､○○のことがわかったと思います」

●次の課題を提示する。 例：「では、今度は○○について考えてみましょう」

1③子どもたちに興味･関心を持たせる，
授業内容をより深く理解してもらうには、話している内容に興味を持ってもらうことが先決である。

指導員が一方的に説明すると、子どもたちはぼんやりと授業を傍観してしまうことが多い。興味・関心

を持たせるコツの一例を下記にまとめる。

●問いかける。 例：「どうして薬物乱用は危険なのだと思いますか？」

子ども自身が自分の頭で考える時間をつくることで、自分の問題として捉えることができる。

●子どもたちにとづて身近な例をあげて説明する。 例：｢みんなは、どのようなときに薬を飲みますか?」

子どもたちが普段の生活の中で行っていることを例にあげると記憶に残りやすい。

●指導員自身の経験をもとに、臨場感のあるエピソードを話すのもよい。

話し方のポイント
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ゆっくり話したり、速く話したり、緩急の変化をつけるとよい。速さだけでなく、重要な単語につい

て強調の仕方に強弱をつけたり、小さい声と大きい声、高い声と低い声を使い分けたりするのもよい。
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学年ごとの特性に合わせた指導内容

’ ’ ’小学生 中学生 高校生

薬
物
乱
用
に
つ
い
て

の
知
識
（
刑
～
鱈
坪
）

･薬は病気や怪我をしたときに

使うものであり、そうでない
ものは、危険な薬物である可
能性がある､ということを知る。
･違法薬物を使用することは、
法律違反である。

･ルールを逸脱した薬の使用は、
薬物乱用であることを理解する。
･代表的な違法薬物の危険性を知
る。

･ルールを逸脱した薬の使用は、

薬物乱用であることを理解する。
･乱用される代表的な違法薬物の
名前や、それらの危険性等の正確
な知識を養う。

薬
物
乱
用
が

心
身
に
も
た
ら
す

影
響
（
妬
～
加
泙
）

･薬物乱用の怖さは「大切な
脳に影響を及ぼすこと」と理
解する。

．－人ひとりが持つ、脳の素晴
らしい働きを理解する。

･脳の機能への影響で、様々な問

題が起こる可能性があると知る。
･脳の機能のなかでも、 「運動（行
動)」晴己憶（認知)」「性格（モ
ラル)」への薬物の影響を理解す
る。

･日常生活の中で脳が果たしている

役割を理解し、違法薬物の脳へ
の影響で、様々な問題が起こる可
能性があると理解する。
･薬物乱用が日常生活に大きな影
響を及ぼすこと、薬物依存症の
回復には多大な時間とエネルギー
を費やすことを知る。

薬
物
乱
用
が

社
会
に
も
た
ら
す

影
響
（
刀
～
率
坪
）

｡薬物乱用は自分だけでなく、
自分の家族など、周りの人も
傷つける可能性があることを
知る。

･薬物乱用は自分だけではなく、自
分の家族や友人など、周りの人に
も重大な影響を与えるということ

･薬物乱用を社会問題として捉える。
｡薬物乱用は、家族や社会にも影
響を及ぼす問題だと理解する。
･具体的な事例を参照し、他人事
ではないという認識を強く持つ。

を認識する。

誘
惑
に

気
づ
く
力
と
対
応
力

（
劉
～
妬
泙
）

･危険に気づける判断力を身に

付け、誘われた時は「はっき
りと断る」「逃げる」ことが
大切だと理解する。
･ありのままの自分を大切に思
う気持ちを育み、身を守るた
めに行動できる健やかさを養
う。

･危険に気づける判断力を身に付け、
誘われた時は「はっきりと断る」
「逃げる｣ことが大切だと理解する。
･孤立への恐怖から誘いを断りにく
い年代だが、健全な自己肯定感を
育むことで誘いを寄せ付けないこ
とを目指す。

･危険を察知し、誘いに乗らない
判断力を身に付ける。
｡満たされない時や、精神的に弱っ
た時にリスクが高まると理解する。
･誘われてしまい、断ることが難し
い場合は、 「その場を離れる」こ
とが大切だということを理解する。

相
談
窓
口

の
紹
介

（
刀
～
知
泙
）

･信頼できる身近な大人（家
族や先生）への相談を促す。

･自分達だけで対処できることでは

ないと伝え、信頼できる大人r,の
相談を促す。
･身近な大人には相談しづらいこと
も多い年代のため、専門家への
相談という選択肢を示す。

･社会との接点が増え、リスクが高

まる年代。一火で抱え込まず、信
頼できる大人や専門家に相談する
大切さを伝える。

「薬物乱用防止教室」で伝えたい考え方は、小学校・中学校・高校全ての段階で通底している。しかし、

それを伝えるためには、表現などを訪問先の子どもたちの特性に合わせて変える必要がある。

たとえば薬物の危険性・違法性については、一定の知識量があると思われる高校生にはある程度詳細な情

報を提供するが、小学生では難しい用語や情報については詳しく言及していない。

反対に､｢自己肯定感の醸成」については早い段階から意識を高める必要があるため､特に小中学生には「あ

りのままの自分を大切に思う」「自分の良いところに目を向ける」ということを理解させ、そのような状態の
自分を薬物乱用のリスクから守るための土台になることを、より丁寧に伝えているが、よりリスクの高まる高校

生については、専門家に相談するなどの実際的な対応についての記述が増えている。

このように、根本的な考え方は同じでも、対象となる子どもたちの年齢や学習状況によって、情報の取捨

選択や重要ポイントの設定を行うことが、授業を進める上では大切である。

融／‘〆寺ソ

／／〈



匪団指導方法のｺﾂ⑳学生感､学生
本ページでは、対象者が小学生の場合の指導方法のコツを紹介する。

、1°とりまく環境

小学生に薬物乱用防止教育をするのは、時期尚早との意見もあるが、テレビ、雑誌、Twitter等の

SNSを含むインターネットなどから、違法な薬物に関する情報が小学生にも届いているため、基本とな

る部分の教育は必要である。また違法薬物のゲートウェイといわれる喫煙や飲酒については、大人への

憧れ、好奇心、大人への反抗心などが背景となり、友人や家族などの身近な人からの勧めをきっかけと

して、高学年になるほど手を出す機会が増えると考えられる。

P2.薬物乱用の現状

我が国の小学生の年代では、現在のところ、薬物乱用の問題が深刻化している状況であるとは必ずし

も言えない。ただし、喫煙や飲酒から違法薬物の乱用へと移行する危険性があり、未成年における喫煙・

飲酒の防止とともに、薬物乱用に関する基本的な知識を習得することが必要である。

3．指導のポイントp
小学生は、自分と自分の家族、自分の周りの友達、学校の先生という限られた人間関係の中で生活し

ていることがほとんどである。また、薬物乱用の危険に直面している小学生は必ずしも多くない。その

ため、薬物の危険性に関する一通りの知識の付与は必要であるものの、薬物の危険性・違法性などにつ

いては医薬品と対比して相違点を示すことなどにより、各自が薬物に対して“危険だ．変だ”と判断で

きる力を高めることができるように指導してほしい。薬物乱用が引き起こす社会への影響や、薬物依存

のメカニズムなどの説明は、小学生にも理解できる言葉で、自分自身の身体、大切な家族や友達への影

響といった観点から、丁寧に話をすると伝わりやすい。

また、高学年になると、友達と比較しながら自分を見つめるようになり、あまり好ましくない自己イ

メージをもつことが見受けられるようになる。長所も短所も含めて、自分をかけがえのない大切なもの

だと気づかせ、自己肯定感を高めていくことが必要である。

青少年がかかえる薬物乱用へのリスク
★重点

薬物乱用の危険に直面してい

る児童は多くないが､困り感を

持ち､生きづらさを抱える者も

出はじめる。

①薬物の危険性をわかりやす

く伝える

②自分の長所を知り､自己肯定

感を醸成する

③困った時は相談する

これにより､④的確な判断力を

養うことを意識して指導したい。

○

◆●童
望r,壁

②自己肯定感
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学生｢享覇m指導方法のコツ

本ページでは、対象者が中学生の場合の指導方法のコツを紹介する。

L1･とりまく環境D
中学生をとりまく環境は、学年の進行とともに大きく変わってくる。入学してしばらくは、知識的に

は小学生とあまり変化はないが、学年が進むとともにテレビ、雑誌、Twitter等のSNSを含むインター

ネットなどから多くの情報を得るようになり、薬物に関する知識も増大する。好奇心も旺盛になり、友

達づきあいの範囲も広がることで薬物乱用の危険性が増す傾向にある。また、思春期にさしかかること

で自己確立に悩み始め、身体の成長に心が追いつかずアンバランスさを抱える時期でもある。友人関係

に非常に敏感になるため、親の言うことより友達の言動の影響を強く受けるようになり、限られた知識
や経験に基づいた不適切な判断をすることもある。

Z薬物乱用の現状

「飲酒・喫煙・薬物乱用についての全国中学生意識・実態調査（2018年）」 （国立精神・神経医療研

究センター）によれば、前回調査の2016年から2018年にかけて飲酒・喫煙の生涯経験率はいずれも低下

したが、大麻及び覚醒剤の生涯経験率は横ばいで推移し、有機溶剤及び危険ドラッグの生涯経験率につ
いてはわずかに上昇した。2016年の調査によると危険ドラッグに関して乱用拡大がみられなかったもの

の、 「危険ドラッグが有害である」という周知率が低下していたことが報告されており、路面販売店はゼ
ロにはなったがインターネット等他の販売ルートが残っている状況があり、2018年の調査で危険ドラッ

グの生涯経験率が上昇したことからも引き続き予防教育を維持・継続していくことが必要と考えられる。
なお、2020年の全国調査は中止している。

薬物の入手可能性については減少しているものの、大麻については使用を肯定する考えが増加してい

る懸念もある。この背景には、インターネット上で大麻を肯定するような情報や大麻の安全性を強調す

るような情報が氾濫していることや、海外の薬物政策の転換が影響を与えている可能性がある。

03"指導のｲﾝﾄD
大人に対して素直になれず、友達関係を大切にする傾向が強い年代のため、一方的な講義では心に響
かない。根拠のない自信を持っていることも多いので、 「薬物乱用はなぜダメだと思うか？」など直接
問いかけて、自分自身で考えさせながら進めていくと効果的である。小学生よりも社会状況に関する理

解や脳・神経に関する知識が深まっているので、身体的な影響とともに社会的な影響を解説し、薬物の
怖さや社会の中で生きることへの自覚を意識させながら指導すると理解を促すことができる。

青少年がかかえる薬物乱用へのリスク
★重点

飲酒。喫煙とともに違法薬物

に対する興味が生まれやすく、

また、仲間との関係性にも敏

感になる年代である。

①薬物の危険性・違法性を

きちんと理解させる

②信頼できる大人に相談する

ことで正しい情報に繋がる

これにより､③誘われた場合

の適切な対応ができる

ことを意識して指導したい。
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◆●童
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校生犀琿訓指導方法のコツ

本ページでは、対象者が高校生の場合の指導方法のコツを紹介する。

q1.とりまく環境
インターネットをはじめとする情報化社会において、高校生の周りにはさまざまな情報が氾濫している。

薬物に関する情報も入手しやすく、Twitter等のSNSでは違法薬物の密売人も多い。こうした環境と、必

ずしも十分に成熟していない人間性・人格の狭間で、飲酒・喫煙・薬物乱用等の危険な行動をとる可能

性が高い時期といえる。また、多くのものを自分の判断で購入するようになるので、誤って手を出さな

いよう確かな知識と判断力が必要となる。

2.薬物乱用の現状

高校生における覚醒剤取締法違反の検挙者数は、平成9年のピーク時には200人以上に上った。警察庁、

厚生労働省、海上保安庁（厚生労働省集計）の調べによると、その後の取り締まりで平成29年には8人

まで減少したが、平成30年は13人と増加に転じ、その後も令和2年は11人、令和3年は13人と二桁で推

移している。大麻においては平成22年から同25年の20歳未満の検挙者数は減少していたが、平成26年

から令和3年まで増加し続けている。高校生においても平成25年の検挙者数は10人であったが、令和3

年にはその約19倍の189人が検挙されている。規制が厳しくなったことで危険ドラッグの検挙者数は激

減した一方、大麻事犯の検挙者数は急増し、その中でも高校生を含めた20歳未満の検挙者数は平成25年
の61人から令和3年の1000人と、増加率は他の年代に比べて突出して高い。

3.指導のポイント

確かな判断に基づいて、薬物乱用を排斥する能力を養う必要がある。この年代は、論理的な思考力は大
人とほぼ同等であり、単純な脅しに基づく薬物乱用防止教育では伝わりにくい。心身への影響のメカニズ

ムを理解させるとともに、誘われたときの対処法などを具体的にイメージさせる指導を心がけたい。

薬物を乱用する背景として、自発的・積極的な好奇心や友人からの誘いという点に加え、 「鯵屈とした

気分を変えるため｣｢自己のストレスや不安から逃れるため｣という内向的･対処的な理由で薬物を使うケー
スがある。信頼できる大人や適切な相談窓口への相談を勧めるなど､ストレスに対処する方法を伝えたい。

また、鎮痛薬や鎮咳薬などの市販薬・処方薬を乱用する事例も認められる。「本来の健康な状態の自分を
さらに良くする医薬品はない」こと、 「医薬品を用いて心身の不調に対処する場合は、用法・用量を守って

正しく使う｣こと、 「医薬品を使用するときは、医師や薬剤師の適切な判断を仰ぐ｣ことをあわせて伝えたい。
高校生も中学生と同様に思春期にあたり、心身が不安定な時期といえる。正確な知識を提供することに
留まらず、様々な人間関係の中で適切な意思決定と行動選択ができるよう働きかけたい。

青少年がかかえる薬物乱用へのリスク
★重点

経済的な自由度が高くなり、大

人と接触する場面も増えてくる

年代のため、薬物に関する基本

的な知識を確実にしておきたい。

①本当は良くないとわかってい

ながらも、自己の辛さを一時的

に軽減する等のために薬物を乱

用することによる危険性を理解

させる

②信頼できる大人に相談するこ

との大切さを伝える

これにより､③確かな知識と的

確な判断力が得られることを意

識して指導したい。

薬物の

危険性・

違法性
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